
　子どもたちが自然の中で生きることは、自然の存在としてありのままに生きるということです。子どもたちは、
そのままの存在で、”不完全さを持ち合わせた完全なる人間”です。子どもたちも私たちと同じ人間なのです。
しかし私たち大人とは違い、物事のとらえ方はより直観的、感性的であり、身の回りのすべてが体への感覚刺
激として脳に吸収されていきます。環境が子どもたちの人間性を育てます。そんな子どもたちが幼児期を過ご
す環境として、私たちは多様性と変化に富んだ自然の中を選んだのです。
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　子どもたちが森の中で遊んでいます。緑
豊かな季節には、木漏れ日が優しくつつ
み、森を抜ける風はひんやりと涼しくてい
い匂いがします。子どもたちはその手で土
をつかみ、砂をふりかけ、団子にしたり、山
にしたり。花や草を摘んできて、土に混ぜ
たり、山にのせてケーキにしたりします。虫
を捕まえて手のひらにのせ、その動く様子
に心惹かれてじっと見るうちに、時間は
ゆっくりとゆったりと流れていきます。
　そして、子どもたちはお互いに触れ合
い、頭を突き合わせ、一緒にあそび、じゃ
れあい、ぎゅっとなり、手をつなぎ、抱き合
い、おんぶし、顔を近づけてけんかし、ずっ
と一緒にいます。それはとても自然なこと
です。自然に生まれた子どもたちが、自然
に生きていくこと。それが私たちの願いで
あり、子どもたちの幸せです。

　この本を手に取っている方は、おそらくこのような世界に共感している、もしくはそんなシーンを作り出すことに強
い思いを抱いている方だと思います。そして、私たちも、そんな世界を作り出すために、2005年頃から「森のようち
えん」という活動を広げるための取り組みを始めました。その頃の社会では今ほど「森のようちえん」が認知されて
おらず、理解と協力を得ることがとても難しい時期でもありました。そして今、これまでの経験を「手法」として取りま
とめ、活動に活かすためのヒントとして、本書を作成しました。本書は、私たちが提供する「森のようちえん指導者
養成講習」と合わせて使うことを想定しています。

はじめに

　南北に長い日本の自然は多様です。そ
れに合わせて、発達した文化も多種多様
です。そのような人々の生き様を、その土
地で育つ子どもたちに受け継ぐこととは、
子どもたちの体にその自然の贈り物を沁
み渡らせることです。体いっぱいに、自然
の中で生きるということを享受した子どもた
ちは、自然にありのままに、自分そのもの
の存在として大きくなっていきます。子ども
たちは、自分が自分であることを、自信を
持って受け入れます。そして、あなたがあ
なたであることを、優しく慈しみの目を持っ
て受け止めることができるようになります。
自然界の生き物はみんな、そうやって生き
ているのですから。

　子どもたちに「森のようちえん」という活動を提供する場と機会は様々です。
　国の制度に則った認可園（幼稚園・保育園・認定こども園）型の森のようちえんがあれば、認可外保育施設と
して届け出を出している園もあります。また地方行政独自の認定・認証を得ている園もあります。しかし多くは独
自に自主運営を続けている園です。どの運営形態であっても、自然とともに生きることを基軸に、子どもたちを
真ん中に置いた保育・幼児教育を行っていることに変わりはありません。

　本書では、全国各地で実施している実践の中から、最低限これだけは理解し、身に付けておいた方が良いと思わ
れることを抽出し、これから活動を実施しようとしている森のようちえんの指導者の指針・道しるべとなるような項目
を並べました。全国各地の指導者にとって「おしなべて」必要であろうという文言の整理や知識や技術の習得方法
を、私たちなりの解釈で説明しています。
　また本書は、これまで世界各地で行われている既存の保育手法を否定し、覆すものではありません。本書による
学びを通して、数ある保育手法の「one of them」としてそれぞれの実施主体による保育活動がより良いものとなるこ
と、あるいは自分たちの思いや技術を整理し、習得するきっかけとなってくれればと思います。

　この本を書いているいま、日本は新型
コロナウイルスによる未曽有の危機の
真っただ中にいます。人と人が離れ、個
室化し、オンラインなど二次元での”つな
がり”を良しとする世界になりつつありま
す。
　そんな中に身を置いていると、森のよう
ちえんを通してたどり着きたい本質は、
「つながること」なのだと実感します。そ
れはバーチャルなつながりではなく、へ
その緒でつながっているような、温かく血
の通った現実のつながりです。そう、子
どもたちは不安になる時、必ず手をつな
いでくる、あの感じです。気持ちを落ち着
けて、もう一度歩き始める時が来るま
で、ぎゅっと手をつなぎます。そして、自
分自身の内外の何かを自身の力でどう
にかして、いつか自分の足で歩き始める
のです。そんなシーンを生み出すことこ
そ、森のようちえん指導者の目指すべき
姿なのだと考えています。

　森のようちえんのやり方に答えはありません。子どもの世界を大人が定義づけしたくないのです。定義づけはした
くないけれど、参考事例はたくさんあります。それを指導者の皆さんが参考にし、対話し、子どもたちと一緒に作って
いく世界観こそが森のようちえんではないかと思っています。
そこで本書は、正しい答えを得るものではなく、「あなたならどうする」と、自身の状況や考えを書き込み、思考を整
理するワークブック機能、あるいは実践すべきために確認するためのチェック機能を組み込んで作成しました。さら
に、講習会終了後の情報交換会や全国フォーラムなどへの参加を通して、他地域の指導者や実践者と有機的につ
ながり、お互いの思いや情報をさらに進化・深化させる仕組みとも連動しています。本書を手に取った瞬間が、「思
いをカタチにする瞬間」となることを願っています。
　いま日本には素晴らしい森のようちえんがたくさんあります。私たちはそんな子どもたちのすばらしい育ちの場
が、日本中に広がることを夢見て、本書を作成しました。発刊を通して、優秀な指導者の輩出と実践を支える一助と
なることを願っています。
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